
　３月 20 日に、いまりんバス市街地線の新車両出発式が市民センターであり
ました。市街地線は、平成 17 年１月に運行を開始し、これまで約 70 万㎞走
行していて、これは地球を 17 周回った距離になります。
　今回、新型コロナウイルス感染症対策として、乗車スペースの確保や換気機
能を向上させたノンステップ車両にリニューアル。出発式では、運行を委託す
る西肥自動車株式会社の山口健二代表取締役社長が、「皆さんに愛されるバス
にしていきます」とあいさつし、深浦弘信市長の合図で新車両は出発しました。

● 発行日／令和３年５月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課シティプロモーション推進室　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

　この冊子は、１部当たり約 31 円で
作成しています（人件費など間接経費
は含まれていません）。また、企業広告
による掲載料は、広報伊万里の作成費
の貴重な財源となっています。

令和３年４月１日現在
● 人口　53,734 人　 （− 151）
　　男　26,027 人　 （−   63）
　　女　27,707 人　 （−   88）
● 世帯　23,545 世帯（＋   47）

（　）は前月比

人の動き

市街地線新車両出発

テープカットのあと、新車両がいよいよ出発します
昭和自動車株式会社が『路線バ
ス乗り方教室』を開催

新車両にはたくさんの親子が乗車して、乗り心地を体感しました

地元住民組織などが運営する『コ
ミュニティバス』を展示

あいさつする西肥自動車の山口代
表取締役社長
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